
太湖丸
クラス

名 船  発  掘 (汽船〉

1主要目)鉄 道連絡船 大 湖汽船所有、鉄製、348総トン、垂線間長

458m、 幅61m、 主機二連成汽機、出力99公称馬力、最高速力14ノ

ット、旅客定員 350名、1883年小野浜造船所建造 (データは第一大

湖丸)

琵琶湖に登場した日本最初の鉄道連絡船

湖
上
の
鉄
道
連
絡
船

わ
が
円
で
初
め
て
比
道
辻
格
折
が
た

っ
た
の
は
、

ど
こ
の
水
蚊
か
、
ご
作
じ
だ
ろ
う
か
．≡

〓
八
八
１

一明
治
十
■
一
年
イ
月
に
開
米
し
た
人

測
汽
船
の
人
沖

一浜
大
汁
一
～
長
江
航
路
、
こ
れ
が

最
初
で
あ
る
．
内
円
な
の
に
、
内
性
部
に
拡
道
辻
祐

い
が
出
現
し
て
い
る
の
だ
か
ら
面
白

い
．

世
界
の
鉄
道
史
を
み
る
と
、
測
で
隔
て
ら
れ
た
に

同
に
鉄
迪
を
建
設
す
る
と
き
、
■
■
を
後
ま
わ
し
に

し
て
、
と
り
あ
た
す
汽
侑
で
測
―…
辻
絲
を
行

っ
た
文

例
が
多

い
，
こ
う
し
た
鉄
道
辿
祐
い
は

，
時
的
な
も

の
で
あ
り
、
や
が
て
湖
■
に
沿

っ
た
路
線
が
開
通
す

れ
ば
油
え
去
る
起
命
に
あ
る
≡

北
芭
測
を
紅
阿
す
る
こ
の
測
■
航
路
は
、
そ
の
エ

年
前
に
開
適
し
た
水
椰
ｉ
大
汁
――１１
と
、
「
時
牲
設
中

だ

つ
た
長
よ
ヽ
金
ヶ
‐――ｌｉ

一故
賀
港
一
――――
の
一　
つ
の
路

社
を
汽
い
で
辻
新
し
よ
う
と

い
う
析
想
か
ら
■
ま
れ

た
．
問
た
の
＝
月
に
は
長
工

ヽ
開
ヶ
原
――――

一＝
作
′十…

月
開
迎
≡
も
起
に
き
れ
て
お
り
、
長
江
か
ら
関
す
原

子
山
て
”
行
す
る
計
山
級
と
の
辿
絡
も
机
野
に
人

つ

て
い
た
，
と
な
る
と
、
大
汁
～
ｋ
よ
問
の
投
道
辿
祐

‐‐十‐
は
昨
批
愉
と
を
に
な
う
わ
け
で
あ
り
、
現
イ
の
レ

ジ
ャ
ー
航
陥
と
は
性
格
が
令
く
■
な
る

太
測
汽
＝
と

い
う
会
＝
は
、
こ
の
測
十１
辻
格
を
ｉ

ｌｌ
的
に
、
城
合
す
る
各
社
を
ま
と
め
て
設
立
さ
れ
た

も
の
だ

っ
た
一　
こ
う
し
た
千
市
は
、
　

一
‐
年
後
に
加
戸



内
海
の
零
細
会
社
群
を
統
合
し
て
誕
生
し
た
大
阪
商

船
に
似
て
い
る
。
実
際
、
琵
芭
湖
各
社
統
合
の
最
終

段
階
で
は
、
大
阪
商
船
の
設
立
に
奔
走
し
た
住
友
の

広
瀬
宰
平
が
紛
争
処
理
に
当
た
っ
て
い
る
。

設
立
日
と
開
業
日
は
同
日
。
初
代
社
長

（頭
取
）

に
は
、
新
会
社
に
よ
る
湖
上
連
絡
を
計
画
し
た
大
阪

の
企
業
家
　
藤
口
伝
〓
郎
が
就
任
し
た
。

太
湖
丸

ク
ラ
ス
の
本
就
航

本
来
な
ら
円
の
事
業
と
す
る
べ
き
幹
親
輸
送
を
民

間
会
社
に
ゆ
だ
ね
た
こ
と
か
ら
、
政
府
は
連
絡
船
逗

航
許
可
を
太
湖
汽
船
に
与
え
る
と
き
に
、
き
び
し
い

条
件
を
出
し
た
。
そ
の
条
件
と
は
、
定
時
運
航
を
確

実
に
キ
ー
プ
で
き
る
欽
製
の
高
速
汽
船
を
二
隻
新
造

し
投
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。

こ
う
し
て
誕
生
し
た
い
が

「第

一
大
湖
九
」
と
同

型
船

「第
二
太
湖
九
」
で
あ
る
。
建
造
所
は
神
戸
在

住
の
英
国
人
キ
ル
ビ
ー
が
経
営
す
る
小
野
浜
造
船
所

で
、
組
み
立
て
は
湖
呼
の
大
津
で
行
わ
れ
た
。

両
船
が
湖
上
に
進
水
し
た
の
は
、
『船
名
録
』
で
は

一
人
人
三

（明
治
十
六
）
年
六
月
、
「太
湖
汽
船
五
十

年
史
』
で
は
九
月
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

大
津
～
長
浜
航
路
は
前
年
五
月
に
開
業
し
て
い
る
の

で
、
就
航
ま
で
の

一
年
余
は
既
存
船
が
稼
働
し
て
い

た
わ
け
だ
が
、
実
質
的
に
は
、
両
術
が
日
本
で
最
初

の
鉄
道
連
絡
船
と
言

っ
て
い
い
。

こ
こ
に
掲
げ
た
写
真
は
、
新
造
時
の

「第

一
大
湖

丸
」
と
思
わ
れ
る
。
ス
ク
ー
ナ
ー
帆
装
の
マ
ス
ト
と

煙
突
が
後
方
に
傾
斜
し
、
い
か
に
も
十
四
ノ
ッ
ト
の

高
速
汽
船
ら
し
い
軽
快
な
姿
を
し
て
い
る
。

翌

一
人
人
四

（明
治
十
七
）
年
に
は
懸
条
の
長
浜

～
金
ケ
崎
問
と
長
浜
～
大
垣
間
が
開
通
。
二
月
か
ら

神
戸
、
大
阪
、
敦
賀
、
大
垣
な
ど
各
駅
で

「船
車
連

絡
通
し
キ
ッ
プ
」
が
発
売
さ
れ
、
両
船
は
名
実
と
も

に
鉄
道
連
絡
船
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。
避

航
回
数
は

一
日
二
往
復

（の
ち
三
往
復
）、
所
要
時
問

は
三
時
間
半
で
あ
っ
た
と
い
う
。　
一
人
人
七

（明
治

二
十
）
年
二
月
に
は
、
明
治
天
皇
が
京
都
で
の
式
典

の
帰
途
、
皇
后
と
と
も
に

「第
二
大
湖
九
」
に
乗
船

し
、
湖
上
の
船
旅
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
。

大
阪
～
九
州
航
路

に
転
じ
る

一
人
人
九

（明
治
二
十
二
）
年
七
月
、
湖
岸
冷
い

の
長
浜
～
馬
場

（陪
所
）
間
が
完
成
。
東
海
道
線
が

全
通
し
、
阪
神
か
ら
敦
賀
方
面
に
も
直
通
し
た
。
湖

上
の
欽
道
連
絡
船
は
七
年
余
で
不
要
に
な

っ
た
。

両
船
は
大
阪

へ
運
ば
れ
、　
一
人
九

一

（明
治
二
十

四
）
年
か
ら
大
阪
～
九
州
航
路
に
就
航
し
た
。
大
阪

を
起
点
に
、
神
戸
、
多
度
津
、
馬
関

（下
関
）
、
博

多
、
長
崎
、
三
角
、
百
貫
、
島
原
に
寄
港
し
、
大
川

に
至
る
ル
ー
ト
で
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
の
沿
岸
急
行
船
の

よ
う
な
長
距
雌
の
生
活
航
路
で
あ
る
。

一
人
九
二

（明
治
二
十
六
）
年
に
は
、
小
泉
人
晏

（ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
　
ハ
ー
ン
）
が

「第
二
大
湖
九
」
に

乗
っ
て
い
る
。
当
時
、
熊
本
の
五
高
の
教
師
だ
っ
た

人
事
は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
長
崎
へ
の

一
人
旅
を

計
画
し
た
。
七
月
二
十
日
の
朝
、
人
力
車
で
来
本
を

発

っ
て
、
坪
井
川
河
日
の
百
貫
港
か
ら
大
阪
行
き
の

「第
二
大
湖
九
」
に
乗
船
ｃ
翌
日
の
早
朝
に
長
崎
に
着

き
、
洋
式
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
て
い
る
。

日
清
戦
争
中
は
両
船
と
も
徴
用
さ
れ
た
が
、
戦
後

ま
た
九
州
航
路
に
復
帰
。
北
清
事
変
で
は
、
と
も
に

チ
ャ
ー
タ
ー
船
と
し
て
勘
れ
方
面
で
稼
働
し
た
。

も
と
も
と
琵
琶
湖
の
平
水
を
走

っ
て
い
た
船
が
、

九
州
や
大
陸
ま
で
航
海
す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
だ

か
ら
、
九
州
航
路
に
転
じ
た
と
き
に
、
両
船
と
も
大

阪
で
大
改
装
さ
れ
た
。
『船
名
録
』
を
み
る
と
、
船
体

が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
長
く
な
り
、
総
ト
ン
数
も
約
五

百
ト
ン
に
増
え
て
い
る
。

一
九
〇
三

（明
治
三
十
六
）
年
、
両
船
は
大
阪
の

尼
崎
伊
二
郎
に
約
十

一
万
二
十
円
で
売
却
さ
れ
た
。

尼
崎
家
の
海
運
業
は
、
の
ち
に
尼
崎
汽
船
部
に
発
展

し
、
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
、
多
く
の
中
古
船

を
擁
し
て
、
瀬
戸
内
海
、
九
州
、
朝
鮮
半
島
方
面
に

十
本
以
上
の
定
期
航
路
を
経
常
し
て
い
る
。

尼
崎
時
代
の
両
船
は
長
寿
だ
っ
た
。
『船
名
録
』
に

よ
る
と
、
「第
二
太
湖
九
」
は

一
九
二
九

（昭
和
四
）

年
ま
で
在
絡
。
「第

一
大
湖
九
」
は

一
九
四
二

（昭
和

十
七
）
年
五
月
に
沈
没
し

（沈
没
原
因
は
不
評
）
、
六

十
年
近
い
生
涯
を
終
え
た
。

山
田
　
迪
生
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